
子宮頸がんについて    20歳から 2年に 1回、子宮頸がん検診受けましょう。 
 

【20代女性で子宮頸がんと診断される人が急増】 

 10年前と比較し、子宮頸がんと診断される 20代女性が急増しています。子宮頸がんの罹患率は特に 20歳代後半か

ら増加し始め、30歳代後半～40歳代でピークを迎えるため、若いうちから検診を受け続けることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
【初期段階での発見で、５年生存率が 90％以上に】 

 初期の子宮頸がんは、多くは自覚症状がありません。そのため、「子宮頸が

んにかかっている」と自分で気が付くことは困難です。しかし、検診で早期に発

見できれば、そのほとんどが治癒することが分かっています。 

 
 
 

【20～29歳の女性の 7割は早期発見に繋がる検診を受けていない】 

 国や都では、子宮頸がん検診を 20歳から 2年に 1回受診するよう呼びかけを行っ

ていますが、20～29歳の女性の 7割は定期的に検診を受けていないことが分かって

います。 
   
 

 

世界の主要国よりも低い、日本の検診受診率 

 乳がん・子宮頸がん検診とも、日本での検診受診率はドイツやアメリカ、韓国と比較すると大きな差があります。 

 世界と比較しても、日本では「検診を受けられるのに、受けていない人」が多いことが伺えます。 
  
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 


